
火災や人身事故を起こさないために

作成：福島県避難地域鳥獣対策支援員

ニホンザル追払い花火 使用時の注意

※ロケット花火は、本来玩具として上空に発射する目的で作られています。
追い払いでの使用については、ニホンザルが出没した場合に、必要最小限
にすることを心掛けましょう。

１.作業前チェック⇒周囲の状況を確認

□周り（20ｍ程度）に人がいない。
□風が強くない。
□乾燥注意報・警報が発令されていない。

２.作業時チェック⇒安全最優先の作業

□保護メガネや耳栓、手袋などの保護具を着ける。
□燃えやすい物に向けない。
（落ち葉や枯れ木、空き家などに注意）

□柔らかい砂地などに差さない。
（飛ぶ方向が定まらなくなります）

□手持ちで発射しない。
（細口ビンや発射台を使用しましょう）

□マッチやライターを使用しない。
（火が揺らがない、ターボライターや線香がおすすめ）

□水平に発射しない。

３.作業後チェック⇒火災・トラブルの防止

□発射先で火がくすぶっていない。
□ゴミは回収した。
□花火は湿気のないところに保管した。
（不発や遅発の原因になります）
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